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12月

高
齢
社
会
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課
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各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

12
ペ
ー
ジ
）

【
応
急
軽
度
家
事
援
助
事
業
】

容
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
、
本
人

ま
た
は
介
護
者
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
に
よ
っ

て
一
時
的
な
生
活
支
援
が
必
要
な
場
合
、
掃

除
・
洗
濯
・
炊
事
な
ど
簡
易
な
日
常
生
活
の

援
助
を
す
る
家
事
援
助
員
を
派
遣　

対
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
高

齢
者　

料
30
分
あ
た
り
80
円
（
1
カ
月
11

時
間
以
内
）

【
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
】

容
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
宿
泊
し
、
生
活
習
慣

等
の
指
導
、
体
調
の
調
整
を
図
る
サ
ー
ビ
ス　

▽
利
用
施
設
：
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鳥
取
市
な

ご
み
苑（
的
場
二
丁
目
）　

▽
利
用
日
数
：
年

21
日
ま
で　

対
生
活
機
能
の
低
下
が
認
め
ら

れ
、
要
介
護
・
要
支
援
の
状
態
に
な
る
お
そ

福　
　
祉

除
雪
応
援
隊
の
派
遣

容
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
で
除
雪

が
困
難
で
外
出
が
で
き
な
い
世
帯
の
孤
立
化

を
防
ぐ
た
め
、
地
域
に
お
け
る
除
雪
体
制
が

整
う
ま
で
の
間
、
市
職
員
で
編
成
し
た
除
雪

応
援
隊
を
派
遣　

対
①
避
難
行
動
要
支
援

者
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯　

②
避
難

行
動
要
支
援
者
に
準
ず
る
人
と
し
て
認
め
ら

れ
る
世
帯　

条
積
雪
量
が
50
㌢
以
上
で
あ

り
、
本
人
や
家
庭
、
地
域
で
除
雪
で
き
な
い

場
合
に
玄
関
か
ら
公
道
ま
で　

※
駐
車
場
の

除
雪
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
は
行
い
ま
せ

ん
。　

募
電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

※
受
付
時
間
：
平
日
の
8:

30
～
15:

00

※
除
雪
実
施
は
、
申
込
日
の
翌
日
以
降
の
平

日（
午
前
中
）と
し
ま
す
。

※
積
雪
前
の
事
前
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課
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駅
南
庁
舎
障
が
い
福
祉
課
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各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

 

12
ペ
ー
ジ
）

障
が
い
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
駅
南
庁
舎
障
が
い
福
祉
課
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【
障
が
い
者
週
間
と
は
】

　

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は
、「
障
が

い
者
週
間
」
で
す
。「
障
が
い
者
週
間
」
は
、

れ
の
あ
る
高
齢
者（
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
は
除
く
）で
、
家
事
な
ど
の
基
本
的
な
生

活
習
慣
が
十
分
で
な
い
人（
家
族
介
護
者
の

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の
利
用
も
可
）　

料
基
本
７
０
８
円
／
日（
1
泊
2
日
は
2

日
間
と
計
算
）、朝
食
３
８
０
円
／
食
、昼
食
・

夕
食
各
５
０
０
円
／
食

【
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録
制
度
】

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
人
を
事
前
に
登
録
し
、
必
要
な

と
き
に
は
所
轄
警
察
署
や
関
係
機
関
に
速
や

か
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
応
す

る
仕
組
み
「
鳥
取
市
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登

録
制
度
」を
作
っ
て
い
ま
す
。

募
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
①
印
鑑
と

②
顔
写
真
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
靴
に
貼
る

反
射
シ
ー
ル
を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い　

〜
毎
月
第
２

金
曜
日
開
催
〜
】

時

12
月
11
日
（
金
）
10:

00
〜
12:

00　

所
さ
ざ
ん
か
会
館
（
富
安
二
丁
目
）　

容
認
知
症
の
問
題
や
介
護
の
悩
み
な
ど
の

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
交
流
を
す
る
場　

料
無
料

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
次
の
各
セ
ン
タ

ー
で
も
受
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
鳥
取
県
支
部
）

　

毎
週
月
〜
金　

10:

00
〜
18:

00
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認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
渡
辺
病
院
）
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平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

次
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
、
宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
た
も
の
で
す
。

【
防
災
資
機
材
の
整
備
】

容
気
高
町
勝
見
自
主
防

災
会
が
防
災
力
・
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

防
災
資
機
材
を
整
備
。

整
備
内
容
：
小
型
動
力
消

防
ポ
ン
プ 

他

問
本
庁
舎
危
機
管
理
課

国
民
に
広
く
障
が
い
の
あ
る
人
の
福
祉
に
つ
い

て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
ま
た
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
社
会
、
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
障
害
者
基

本
法
」
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
「
障
が
い
者
週
間
」
を

き
っ
か
け
に
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
こ
こ
ろ
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
! !

【
第
７
回
三
障
が
い
啓
発
大
会
】

　

障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
12
月
８
日
（
火
）
13:

30
〜
15:

30
（
受

付
開
始
13:

00
）　

所
さ
わ
や
か
会
館
３
階

第
一
研
修
室　

容
▽
講
演
「
心
の
健
康
と
つ

な
が
り
の
サ
ポ
ー
ト
」講
師
：
山
本
恵
子
さ
ん（
鳥

取
青
少
年
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
） 

▽
講
演
「
ベ
ス
ト

フ
レ
ン
ド
の
地
域
で
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
」 

講
師
：
朝
倉
達
夫
さ
ん
（
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
）

さ
ざ
ん
か
会
館
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

時
12
月
１
日（
火
）〜
21
日（
月
）９:

00
〜

21:

00 

所

さ
ざ
ん
か
会
館
１
階
ロ
ビ
ー　

容
会
場
内
に
隠
れ
て
い
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

を
探
し
て
、
人
数
を
応
募
箱
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。
抽
選
で
10
人
に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
さ
ざ
ん
か
会
館
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【
公
園
遊
具
の
整
備
】

容
用
瀬
町
用
瀬
一
区
で

世
代
間
の
交
流
促
進
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進

を
図
る
た
め
、
用
瀬
遊
園

地
に
公
園
遊
具
を
設
置
。

整
備
内
容
：
ス
ベ
リ
台
、
ス
イ
ン
グ
遊
具
、

木
製
ベ
ン
チ
、
防
球
ネ
ッ
ト
な
ど

問
用
瀬
町
総
合
支
所
地
域
振
興
課
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平
成
28
年
鳥
取
市
成
人
式

時
平
成
28
年
1
月
3
日（
日
）14:

00
〜
（
受

付
開
始
13:

00
）　

所
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

梨
花
ホ
ー
ル　

対
平
成
7
年
4
月
2
日
～

平
成
8
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人（
11
月

1
日
現
在
で
本
市
に
住
所
が
あ
る
人
に
案
内

状
を
送
付
い
た
し
ま
す
が
、
な
く
て
も
入
場

で
き
ま
す
。）

※
会
場
周
辺
道
路
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
余
裕
を
も
っ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
式
典
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問
第
二
庁
舎
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
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 kyo-gakuspo@
city.tottori.lg.jp

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
の
廃
止

　

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委

員
の
公
選
制
が
廃
止
さ
れ
、
議
会
の
同
意
を

要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
例
年
各
農
家
よ
り

提
出
い
た
だ
い
て
い
る
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
は
送
付
し
ま
せ

ん
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
の
任
命
制
へ
の
移
行
は
、
現

委
員
の
任
期
満
了
後（
平
成
29
年
７
月
）か

ら
と
な
り
ま
す
。

問
第
二
庁
舎
鳥
取
市
農
業
委
員
会
事
務
局
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会社などを
退職した時は…

　市・県民税は、前年の所得に対して課税されます。
そのため、市・県民税が給与引き去り（特別徴収）さ
れている人が退職した場合、残りの市・県民税の納付
方法は次のようになります。

【6 月～ 12 月の退職】
　退職時に一括納付する方法（退職する勤務先へ依頼
してください）と、本人あてに送付する納税通知書で
納付する方法（普通徴収）があります。

【1 月以降の退職】
　退職時に残りの税額を一括納付していただきます。
一括納付できなかった場合は、本人あてに納税通知書
を送付します。

問 駅南庁舎市民税課   0857-20-3415  0857-20-3401

　退職後、すぐに新しい会社に就職し、引き続き特
別徴収を希望される場合には、退職する勤務先の担
当者へ申し出て手続きを行ってください。

整骨院・接骨院の受けかた
　整骨院・接骨院など、国家資格を持つ柔
道整復師が施術を行う施設は医療機関では
ありませんので、国民健康保険が使える範囲が限られ
ています。
■保険適用となる場合
・骨折・脱臼（応急手当の場合を除き、医師の同意が必

要）捻挫、打撲、挫傷（肉離れなど）
※同じ負傷で、医療機関での治療と柔道整復師での施

術を同時に受けた場合は、柔道整復師の施術は全額
自己負担。

■保険適用とならない場合
・日常生活のなかの疲れ（筋肉疲労）や肩こり、スポー

ツなどによる筋肉疲労・筋肉痛、神経痛（リウマチ・
慢性関節炎など ）、脳疾患後遺症などの慢性病、加
齢による腰痛や五十肩の痛み、症状の改善がみられ
ない長期にわたる漫然とした施術、交通事故の場合、
業務上の負傷の場合

◆施術を受ける時の注意事項 ◆
○負傷原因を正確に伝えましょう。
○医療費支給申請書の内容をよく確認してから署名し

ましょう。
○領収書は必ずもらって保管しておきましょう。
※長期間施術を受けても痛みが続く場合は、負傷が原

因ではなく、病気などが原因とも考えられますので、
一度医師の診断を受けましょう。

国民健康保険料の納付期間変更のお知らせ
　平成28年度より、国民健康保険料の普通徴収の納
期を現在の8回から10回（6月～ 翌年3月 ）に増やす
予定です。口座振替（全期前納及び期別振替）の人は、
平成28年度以降は6月から引き落とし開始となる予定
ですので、ご注意ください。

問 駅南庁舎保険年金課 0857-20-3482 0857-20-3047


